
分科会プログラム

• １．ハンドブック説明 15分
• ２．主な質問内容 15分
• ① 建設廃棄物削減

• ② 一般廃棄物の削減

• ③ 環境目標

• ３．その他情報交換 10分



1.建設廃棄物の削減
(ハンドブック85P~87P)

分科会



 主な質問内容

・建設混合廃棄物削減の有効施策は？

・再資源化の指導





建設廃棄物のリサイクル
率

コンクリート塊：99.3％
アスファルト・コンクリ
塊：99.5％
建設発生木材：94.4％
建設混合廃棄物：57.1％

出典：国土交通省「平成
２４年度建設副産物実態
調査」







建設廃棄物の分別
 分別の必要性

現場で再利用するもの、中間処理施設に搬入するもの、最終処分場へ搬入するもの

 分別方法

1）再生可能品目の分別

金属くず、木くず、段ボール、アスファルト・コンクリート破片、ロックウール化
粧吸音板、ロックウール吸音・断熱・保温材、ＡＬＣ板、石膏ボード等を分別を徹底
する。

2）一般廃棄物の分別

現場事務所で排出される一般廃棄物と工事で出る産業廃棄物は分別する。

3）安定型産業廃棄物とそれ以外の廃棄物の分別

安定型最終処分場で処分する廃棄物にそれ以外の付着物が混入しないよう分別保
管する。

4）中間処理に適合した品目の分別

委託する処理業者の許可に適合した品目へ分別

5）その他の分別

ボンベ等の危険物、有機溶剤は区分して取扱注意。
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 混合廃棄物の削減が進まない原因等

①適切な分別が難しい

分け方、判定基準等

②手間（人件費）がかかる

③コストがかかる

スペース、容器、効率等

④少量である



 料金（コンテナ設置費・運搬費+処分費）

 コンテナ設置費：コンテナ数

 運搬費：○トン コンテナ車： 台数

 処分費：種類、方法 【別紙参照】

※台数が少なく、処理が簡単なもの、リサイク
ルしやすいものが安くなる。

埋立処分（アスベスト含有建材）等は高くな
る。





建設リサイクル

ゴミの減量リサイクルでは分別が重要。分ければ資源となる。コス
トも節約できる場合もある。

運搬業者、中間処理業者の選定（環境マネジメント取得の処理事業
者）が重要。そして削減と分別、リサイクルについて相談すること
が重要。



2.一般廃棄物の削減

分科会



 主な質問内容

 一般廃棄物削減（少量）の活動の意義は

 一般廃棄物と産業廃棄物の仕分け

 具体的な廃棄物削減の手法

 産業廃棄物の収集運搬／処理業における自社事業
系一般廃棄物の発生量の把握

 分別の効果の把握



 オフイスの一般廃棄物削減・・約23％が産業廃棄物が混入している。
（平成23年3月大阪市事業系ごみ排出実態調査より）

 コピー紙、段ボール、パンフ、新聞等・・47％を占めている。（コ
ピー用紙は建設業関係に多い）

 台所ゴミ（厨芥）・・残り(生ごみ処理機での堆肥化等の方法もあ
る）

 大阪市の資料：平成26年家庭系ごみ36万ｔ、事業系ごみ57万ｔ、
昼間人口354万人

全体量での一人当たり：93/354＝0.26ｔ/年
事業系量での一人当たり：57/354＝0.16ｔ/年

・環境省平成25年度一人1日排出量958ｇ
1ｋｇ/2×20日×12月＝0.12ｔ/年 実態把握難しい

参照：ＧＥ（認証登録No  0001728）・・20ｋｇ／人年

 分別：ハンドブック 89Ｐ~90P
 分別のために：表示をわかりやすく、分別の徹底 ハンドブック97P
自治体によっては取り扱いが異なる場合がある。



 事業所での資源化可能な紙類の処理方法

4 ＜廃棄物削減管理＞



 事業系ごみの分け方（具体品目の一例）

 一般廃棄物

 資源化可能な紙（リサイクル処理）
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一般廃棄物（大阪市の場合）

6 東京都は下記
www.kankyo.metro.tokyo.jp ＜廃棄物削減管理＞



産業廃棄物

7
廃棄物削減管理＞

※専ら物も含ま
れている。



２）リサイクルの促進 事例

①分別回収ボックスの適正配置等により、
ごみの分別を徹底している。

②コピー機、プリンターのトナーカート
リッジの回収ボックスの適正配置により、
ごみの分別を徹底している。

・

③リサイクル業者を開拓して、リサイクル
化により産廃の減量化に努めている。

・
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 分別の効果の把握

オフイスビル、大規模建築物等のリサイクル排
出量調査がある

支払い経費の減少（利益売上換算）

排出量の減少



3.環境目標

分科会



 主な質問内容

 製造会社等の削減目標は原単位か絶対量か

 削減が限界点に達している場合の設定方法

 収集運搬業者の燃料削減目標値（絶対値、原単
位）

 建設現場の廃棄物削減の目標設定



 環境目標

 内容：排出事業者 一般廃棄物削減

産業廃棄物削減

収集運搬 ハンドブック 101 Ｐ

中間処理 ハンドブック 104 Ｐ

 方法：絶対量の長所：削減量が明確

短所：仕事量、売上量に影響される

原単位の長所：仕事量の影響を受けにくい

短所：燃費率等指標が1個増えデータ把握が大変

原単位：処理量比、燃費、一人当り等

事例：有限会社新垣商店【認証登録Ｎｏ0001133）
活動レポート（4～6Ｐ）

・建設業廃棄物削減目標例

事例：廣間組有限会社活動レポート（6、16Ｐ）リサイクル率

風早建設株式会社活動レポート（4～7Ｐ）リサイクル率



取組項目 事例 ポイント

・収集運搬車両の
燃料削減

・エコドライブの推
進

・エコドライブ１０のすすめの活用と運転者教育
の実施

・燃料消費の把握 ・燃料消費のデータ化、見える化での認識の共有
・目標の設定；
・総消費量の削減
・原単位の向上；ℓ当たりの走行距離の延長、

走行距離当たりの消費量削減

・配車・ルート計画 ・効率の良い収集運搬
・作業時間・待機時間の短縮
・収集運搬量の平準化、過積載の防止

・低燃費車の導入
・日常・定期点検

・低燃費車、バイオ燃料車への切替
・日常の整備と点検記録の活用

・水の削減 ・洗車時の節水 ・洗車時の手元ストッパー取付
・最小限の洗車回数にする
・全体洗車とごみ格納部を分けての洗車
・洗剤洗車・水洗車日の設定
・ふき取りの活用
・節水シール・ポスターの貼付

・3.環境目標設定への取組と目標達成手段・3.環境目標設定への取組と目標達成手段
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クレーム0、事故0、顧客満足向上も重要



3.目標設定（例）3.目標設定（例）

リサイクル率向上 マテリアルリサイクル率、サー
マルリサイクル率

電子マニフェストの推進 加入率％

排ガス自主基準の設定 自主基準値（例90％）設定の順
守

電力（動力）の削減 処理の効率化(破砕機、ポンプ、

コンプレッサー等の待機時間の
空転停止等）

車燃料の削減 省エネ重機（NETIS登録）の使
用

水の使用量 雨水の利用

14
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